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イントロダクションイントロダクション

バーチャル天文台 Japanese Virtual Observatory 
(JVO)
世界中の天文データベースを連携

ひとつの巨大なデータベースとして利用可能にする。ひとつの巨大なデータベースとして利用可能にする。

試験運用システムとして公開中試験運用システムとして公開中

 http://jvo.nao.ac.jp/portalhttp://jvo.nao.ac.jp/portal
天文データの解析機能

これまではローカルマシン上で行っていた。これまではローカルマシン上で行っていた。

データ転送のコストデータ転送のコスト ＞＞ 解析能力の調達コスト解析能力の調達コスト

グリッドコンピューティング技術グリッドコンピューティング技術

Web Web ブラウザから解析を行えるシステムブラウザから解析を行えるシステム



すばる望遠鏡すばる望遠鏡

世界最大規模の光学
赤外線望遠鏡

口径 ８.２m
共同利用装置

国立天文台が運用

 アメリカ・ハワイ島 マ
ウナ・ケア山山頂（標
高4,205m）



観測装置別公開データ量観測装置別公開データ量

2006年10月08日現在

•90% 以上のデータ請求は
SuprimeCam のデータ

• SuprimeCam のデータ利用の利便
性を図る必要がある。



天文学研究における解析天文学研究における解析
((撮像型装置の場合撮像型装置の場合))

 生データのリダクション
 集光量非一様性の補正 （フラット補正）（フラット補正）

 数数 GB GB のデータ入力のデータ入力

 8M8Mピクセル毎のソートピクセル毎のソート

 以上を観測シーズン毎、全チップについて、使用したフィルター毎に行う以上を観測シーズン毎、全チップについて、使用したフィルター毎に行う
 66年年 x 12x 12シーズンシーズン x 10x 10チップチップ x 5x 5フィルターフィルター = 3600 = 3600 
 10TB 10TB の入力、の入力、30G30Gピクセル毎のソートピクセル毎のソート

 撮像データの重ね合わせ処理 （モザイク処理）（モザイク処理）
 数千枚の数千枚のCCDCCD画像画像 １枚の画像１枚の画像

 CCDCCD画像一枚の容量＝３０画像一枚の容量＝３０MBMB
 重ね合わせ後の画像容量＝３００重ね合わせ後の画像容量＝３００MBMB

 天体検出
 天体の形状、明るさ、色等の測定天体の形状、明るさ、色等の測定

 統計処理など（科学的結果を得るための解析）



システム構成システム構成 （試験（試験運用運用))

DAS
Data Analysis Service

SRS
Storage Service

MDS
Monitoring and 

Discovering 
Service

DSS

JVO 
Portal

~30 コア 100 コア

1 Gbps x 11  25

1 Gbps x 5  14

30 TB  100 TB

0. DASサーバは定期的に自身
の負荷情報をアップロード

2. ジョブ実行先の問い合
わせ。

1. ユーザか
らの解析指
示要求

3. ジョブ投入

4. データ URL の検索

5. データ転送 FTP

6. 結果転送 FTP

48 Gbps
 96 Gbps



ジョブ実行ユーザインターフェイスジョブ実行ユーザインターフェイス

 インタラクティブ GUI
単一のジョブを簡単に実行単一のジョブを簡単に実行

 ワークフロー GUI/CUI
複数のジョブを組み合わせることが可能複数のジョブを組み合わせることが可能

 XML XML で定義で定義

人間用にスクリプト形式の言語を定義人間用にスクリプト形式の言語を定義 （予定）（予定）

 GUIGUIでワークフローを組み立てるでワークフローを組み立てる （予定）（予定）



SuprimeCam Response CalculatorSuprimeCam Response Calculator







MDS Service Snap Shot

Heart Beat Status

Load Average

Number of Submitted Job

Host Name



解析実行結果解析実行結果 （（5858視野視野/12CPU/12CPUコア）コア）

生データ

6872ファイル (120 GB)

フラット補正用データ

581ファイル (20 GB)

COSMOS Field (I)  
1150 ファイル

COSMOS Field (B)  
1110 ファイル

COSMOS Field (V)  
792 ファイル

全データ（～2000視野）

を4日で解析可能
（３０CPUコア利用時）



まとめと今後の課題まとめと今後の課題

大規模データの並列解析システムを開発した
一晩分のデータ解析

約１日（約１日（1CPU1CPU））～～11時間時間 （本システム）（本システム）

全データ （SuprimeCam 6年)
約半年（約半年（1CPU1CPU））～～11週間程度週間程度 （本システム）（本システム）

 Web 経由で解析実行が可能

運用システムへ向けた課題
ジョブ管理の高機能化の高機能化

ユーザ毎の実行時間の割り当て、長時間ジョブ、ジョブの停ユーザ毎の実行時間の割り当て、長時間ジョブ、ジョブの停
止、中断、再開止、中断、再開……

より使いやすいより使いやすいユーザインターフェイスの開発の開発

バージョン管理バージョン管理: : 過去の解析の過去の解析の再現性


